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，

號 七 十 三 百 二 第 誌 雜 學 物 動（24D

證
明

し

得
な
ん
だ

、

次
に

細
菌
に

關
し
て

も
一

度
な

ら
す
二

度
迄

も

病
原
菌

ら・
し

い

も
の

に

邁
遇
し

把

が

諸

種
の

方
面
か

ら
考

究
し

て

見
る

ε

常
に

其

結
果

否
定
ご

云

ふ

運
命
に

終
う

て

居
る
、

要
す

る

に

昨

年
ま
で

の

研

究
で

は

恙
虫

病
の

病
原
は

全
〜・

不
朋
で

あ

る

但・
し

こ

れ

は

予
等
の

研
究
む

た

成

績
の

み
に

就
て

云

ふ

の

で

他
の

研

究
者
の

成

績
ご

は

相
一

致
せ

識

こ

ご

を

特
に

鉉
に

御
斷・
し

て

置

く

の

で

あ

る
。講

ff託
fi貞

　
　
　
　

●
猿
の

話

袤
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理

學
士

　
田

　
中

茂

穗

　
　
　
　
〔

明
治
四

十
一

年
亠
ハ

月
十
五
日
受

領
）

猩
々

は

馬
奈
年

島
の

南
に

在
る

囚
マ ．

肩
ヲ

島
及
網

〆

子

宏
島
に

産

乙
、

土
人

は

是
を［、
オ

ラ

ン

、

ウ

！

タ

ン

L ・
こ

柵

す
、

「

森
の

人
」

の

意
な
ら
、

是
れ

上
記
の

島
の

森
林
に

生
活

す
る

に

依
る

、

體
長
四

尺
五

寸

許
に

し
て

、

牝
は

牡
よ

軽

も
小

な
り
、

體
肥

大
に
・
し

て
、

腹
部
張

出・
し

、

後
肢
短
く
、

前
肢

頗
る

長
く
、

是
を

垂
る

れ
ば

後

　
　
猿
の

話
（

田

中
）

　

　

　
ク

ル

プ
シ

　

肢
の

踝
に

逹
す

、

毛
は

暗

瓢
色
に

し
て

長
く
、

老

成
せ

る

牡
に

は

　

髭
を

有
す

、

眉
丘
は

大

猩
々

に

於
け
る

が

如
く

著・
し

く

突

出
せ

る

　

に

あ
ら
す

、

鼻
頗
る

低
く
、

爾

顎
強
大
に
・
し

て

前

方
に

突
出
す
る

｛

を

得
、

且

上

鬚
芒

、

其

眼
は

意
志、
汐
・

鬟
せ
，

釦

・
、

♪

シ

る

が

如

 
　

き
相
貌

を
現
は
・
し

、

耳
は

小
に

し

て

極
め
て

扁
卆

な
b

、

老
成
せ

…
　

る

牡
は

頬
歟
る

大
に

し
エ
、

此

部
は

贋
き

無

毛
都
を
爲
せ

り
、

性

 …
　
一
兇

暴
な

れ
ご
」

も
、

　

大
狸　
々

及
里…

狸．
々

に

於
け

る

が

如
く

甚
・
し

か

ら

…一
　

す
、

註ハ

幼融
石

を
惰

以
L

り

て

養
へ

ば

能
ー

人

に

駄
れ一

、

臨

語
鑓渦
を
覺
へ
・
し

…
　

む
る

を

得
べ

し
、

野
生
の

情
態
に

て

も
研

究
す
る

を
得
て

、

プ

μ ，

…
　

ッ

ク
、

ワ

レ

ー

ス

、

オ

ル

ナ

デ

h
、

討

「
閉

到
刻
諸

氏
は

是
の

猩
々

…
　

を
其
の

佳
の

る

土
地
に

就
て

研

究
し

、

其
死

せ

る

者
は

多
く
の

解

…
　

剖
學
者

是
を
研

究・
し

た
り
、

狸
々

は

牛

地

よ
り

も

樹
上
に

生
活

す

…
　

る

事
多
く
、

耶

地
に

下
る

は

水

を
得
ん

が

爲
の

な
り
、

其
の

歩
む

　

や

徐
々

に

し
て

頗
る

拙
に

、

前
肢
の

間
に

後

肢
を
動
か
・
し

、

前
肢

…
　

　

　

　

　

　
　
カ

セ
ヅ

ェ

　

は

恰
も
跛

者
の

拐

杖
の

如
く

用
ふ

、

然

れ
こ

も

樹

上
に

在
り
て

は

　
碑
娯

る

巧
にゅ
連

動
す

、

其
止

ク耐
打

す
る

は
並
臼
り

通
に
一

疋

に
・
し
’
」

、

牝
な

　

ら
ん
に

は
一

疋
の

子

を
俘
れ

、

子
は

凡
そ
二

才
に

逹
す
る

迄
母

に

　

伴
ふ

、

十
二

才

乃
至

十
四

才
に

達
し

て

初
め

て

戒
長

期
に

逹
す
．

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
九，
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（2｛2）H 五 十 月 七 年
一

十 四 治 明

　

　
猿
の

罸（
田
中
）

子
は

母

の

腰
に

跨
b
て

堅
く
緑

を
攫
み

、

斯
の

如
く

に

し
て

母
は

す 食會に 内堂
一

ク 径るせ 養撃1

臺
を
見
る

を

得
べ

し
、

土
人
の

言
ふ

處
に

よ

れ

ば
、

な・
し

ε
、

然
れ
こ

も

其
の

恐
る

主

處
は

齶
魚
ε

蟒
蛇
ε

な
り
、

齶

其
子

を
負
ひ
て

進

行

す
、

黄
昏
に

至

れ
ば

樹
上
に

樹
枝

を
編
み

て

粗
末
な

る

棧
嗷
状
の

物
を

作
り
、

是
に

眠
る
、

是
の

寢

壷
は

二

三

分
問
に

し
て

竣
工

・
し

、

地

上

凡
妥、
四

間
許

り

の

處
に

在

b
、

斯
の

如
き

寢

皇
は

毎
夜

是
を
作

る

者
の

如
く
、

猩

々

の

住

處
に

行
け

ば
至
る

處
是
の

寢

　
　

狸
々

に

は

融

ウ
ハ

メ
ミ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　」

○

　

魚
猩
厚

を

攻
撃
す
れ
ば

、

狠
々

は

鰐
魚
に

跨
り
、

手

を
以

て

其

兩

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

ウ

ハ

パ

ミ

　

顎
を

持
ち
、

是
を
引
き

裂
き
て

殺
う

し
、

蠎
蛇
に

攻
撃
せ

ら
る

れ

　

ば
、

手

を
以

て

蠎
蛇
を

捕
へ

是
を
噛
み

殺
す

、

人

を
攻

撃
す
る

事

…

鷲
皺
騨
礁
鵡

鐘
鷺
姉

既

驫
購
e

…
　

幼
者

を

件
へ

る
一

疋

の

牝
を
見
だ

り
し
が

、

是
等
の

猿
は

ヅ

リ

オ

…
　

ご

稱
す
る

樹

上
に

在
り

て

頗
る

怒
つ

て

其

樹

枝
及

有
棘
の

果

實
を

…
　

數
多
地
上

に

在
る

氏
の

頭
上
に

投
げ

、

終
に

是
に

近
づ

く
を
得
ざ

　

り

し
ご

ぞ
、

是
れ

斯
の

如
き
獸
類
の

極
め

て

簡
單
な
る

飛
道
具
を

…
　

用
ふ

る

初
期
の

程
度
を
示
す
者
ご

云
ふ

を

得
る

が

如・
し

、

狠
々

は

　
　

圭
ご
・
し

て

植
物
の

葉
及
果

實
を
食
す
。

…
　

西

暦
千
八

百
入

年
佛
蘭
西

の
一

海

軍
士

官
は
一

疋
の

猩
々

を
其

本

　

國
な
る

佛
蘭
西
に

遞
り
、

時
の

皇

后
ジ

ヨ

セ

ヒ

ン

に

獻
せ

り
、

此

…
　

の

猩
舟

ぱ

數
ヶ

月
は

存
し

、

當
時
の

有
名
な
る

學
者
フ

レ

デ

ソ
ッ

　

グ
・

ギ
員

ビ

エ

ー

氏
は

精

細
に

是
を

研

究
せ

り
、

キ
ュ

ピ

モ

ヒ

氏

　

が

實
驗
の

内
頗
る

面

臼
き
一

例
あ
b
、

左
に

是
を
略
記

せ

ん
。

　
「

或

時
狸
》

を
一

集

會
室
の

隣
に

閉
置
し

た

り

し
に

、

猩
々

は

近

隣

　

の

賑
は
・
し

き

を
聞
き

、

自
己
の

室
の

寂
寥
に

堪
へ

す
、

自
己
の

室

N 工工
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號 七 十 三 百 二 第 誌 雜 學 物 動（鸚 ）

の

入
口

に

在
る

戸
を
開
か

ん

事
を
勤
め

だ

り
、

然

れ
ざ

も

閂
高
ー

し
て

容
易
に

是
に

逹

す
る

を
得

す
、

絡
に

倚
子
を

戸
口
に

倚
せ

掛

け
、

是
に

攀
ぢ
て

戸

を
開
き

、

絡
に

隣
室
に

入

る

を
得
だ
り

」

ご

狸
々

は

其

馴
る

盆

や
、

人

を
好
む

の

み
な

ら

す
、

他
の

勸
物
諸

類

を
愛
す

、

前
に

逋
べ

た

る

キ
ニ

ビ

エ

ー

氏
の

研

究・
し

た

る

狎
々

は

こ

疋
の

小

猫
を
愛
む

、

或
は

己
の

腋
下
に

、

或
は

其

頭
頂
に

置

け

ら
、

然
れ

こ

も
小

猫
は

地

上
に

堕
落
せ

ん

事
を
恐

れ

て
、

爪
を
以

て

狸
々

を
引
つ

掻
き
た
b・
、

狸
々

は

是
れ
よ

り

生
す
る

苦
痛
を
二

三

回

怨
び

た

り

し
が

、

終
に

小

猫
の

足

を
槍
査
し

て
、

其

爪
を

除

か

ん

事
を
試
み

た

り
、

然
れ

ざ

も

其

爪
を
除
く

事
を
得

ざ
る

を
知

る

や
、

爾
後
英

の

爲
め

に

引
つ

掻
か

る

畫

を

怨
び

て
、

常
に

小

猫

を
愛・
し

た

り．
し

そ
つ

馴

養
せ

る

者
に

食
物
を
與
ふ

れ

ば
、

手

或
は

唇

を
以

て

食

物
を
取

今
、

食
器

を
使
用
す・
る

事
は

餘
り

巧
な

ら
ざ
る

も
、

其
智

力
ご

人

よ
り

敷
へ

ら
る

よ

ご

に

よ
り

、

種
々

の

事
を
覺
ゆ

る
に

至
る
。

猩
々

は

黒
猩，
た

の

如
く
幼

な
る

者
は

柔
順
な
る

も
、

成

長
す
る

に

從
が

ひ
、

其
力
量
の

程

度
を
察

す
る

を
得

、

漸
次

粗
暴
に

流
る

孟

に

至
る
。

　

　

猿
の

話
（

田

中
）

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

テ
ナ

ガ

ザ

ル

　

類
人
猿

中
最
も

下

等
の

位
置
に

あ

る

は

猿
猴
な
り
、

入

或
は

是
を

　

類
人

猿

中
よ

b
分
離
す

、

是
れ

以

上
列
記
の

類
入
猿
に

似
ず・
し

て
、

　
伸
腰
部
に

脾
胝
あ

る
ぐ
」

、

腦
髓
簡
單
に
・
し

て

遲

鈍
な

る

ご

に

よ
る

、

　

然
れ

こ

も
其
地

上
に

あ
り
て

直
立・
し

て

歩
む
や

、

上

記
の

諸

類
よ

… 
　

り
も

巧
に・
し

て
、

手

を

頭
上
に

擧
げ

、

足

蹶

を
充
分
、
L

地
上

に

付

心宀
　

く
る

な
り
、

然

れ
こ

も
到
底
人

類
の

如
ぐ
巧
に

歩
行

す
る

を
得
ざ

　
　

る

者
こ

す
G

へ〕
　
デ
ア

げ

ザ
ル

　

猿
猴
は

名
の

示
す

如
く
、

上

肢
歉
る

長
ー
、

直
立

す
る

も

上
肢
の

 一
　

尖
端
地

に

逹
す・

、

旦
凧

大
（
与

る

は
ス

マ

ト

ラ

島
に

産・
し

、

「

シ

ア

　
マ

ン

」

へ
　

ε

稱
す

、

體
長
三

尺

に
・
し

て
、

黒

色
な
り
、

喉

袋
を
有・
し
、

甚

を

一
　

膨
ま

し
て

他
の

動

物
を
脅

す
事
有
り
、

其

叫
聲

甚
し

き
も
、

喉
袋

｛宀
　

を
有
せ

ざ
る

猿

猴
の

種

類
の

發
す
る

聾
に

如
か

す
。

…
　

猿
猴

の

種

類
は

其
他

數
種
あ

り
、

皆
東
印

度
附
近
に

在
り
、

其
重

皿
　
（

、5

る

者
を

暴
ぐ
れ

ば
、

ヒ

マ

ラ

ヤ

山

麓
に一，
フ

ー

・

ッ

ク
L

あ

り
、

冖 
　

褐
黒
色

を
呈
し

、

額

上
白
色
部
あ
h’

、

馬
來

半
島
に
「

ラ

川

」

あ
ら

、

　

其

顔
面

紅
色
に

し
て

、

手
は

白
色
な

り
、

瓜

哇
、

剃
−

鼡

刻
烈

、

ズ

　

ル

諸
島
に

は「

ワ

ウ

ワ

ゥ
一
ゐ
b
、

叛

褐

色
に
・
し
イ．

、

眉
臼
く
、

頭

　

頂
及

指
趾
蟄州・
し

、

　
ス

マ

ト

ラ

皀
凹

に

は「、
オ

ン

カ

」

♪
の
・
り

o

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

＝
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（
‘244）日 五 十 月 七 年 一 十 四 治 明

　
　
猿
の

話
（

田
申

）

「

オ

ン

カ
」

ご
「

ン

ア

マ

ン

」

ざ

は

ス

マ

ト

ラ

島
の

森
林
に

有
り
て

互

に

競
爭
し
て

其
聲
を

發
す

、

「

シ

ア

マ

ン

」

に

は
老

成
せ
る

一

響
導

者
あ
b
て

低
調

を
以
て

叫
べ

ば
、

他
の

同
類
は

高
低
種
々

の

調

子

テ
ナ
ガ

ザ
ル

櫨

　
擬

　
の

　一

種

を
以
て

是
を
和
す

、

「

オ

ン

カ
」

の

聲
は

小

児
の

叫

聲
よ
り

張
き

事

殆
ご
四

倍
に

む
て

、

多
く
の

獸
類
其
聲
に

恐

る
。

猿
猴
は

其
桂［
甚・
し

く

敏
捷
な

る

に

非
ざ
る

も
、

其

耳
は

極
め

て

鏡

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　一
二

む
、

樹
上
を

渡
る

に

頗
る

巧
妙
に

し
て

、

一

撈
よ

b
池
樹
に

渡
る

に

は
、

樹
枝
の

尖
端
に

進
み

、

其
撓
む

に

及
ん

で

他
枝
に

移
る

事

有
ら
、

或
は

樹

枝
を

勸

搖・
し
、

跳
ん
で

他

枝
に

移
る

事
有
り
、

其

跳

ぶ

や
時
に

十
五

間
の

遠
き
を

跳
ぶ

事
有
b
ご
、

性
雜
食
に

し

て
、

巣

實
、

葉
、

毘
虫

、

蜘
蛛

、

鳥
即
等
を
食
す

、

能
く

人

に

馴
れ

、

老

す示を合工の鼻 の 巴 類鼻廣 ！類鼻侠

成
す・
る

も
他
の

類
人

猿
の

如
く

獰
猛
た

る

に

至

ら

す
、

諸

藝
を

敏
ゆ

る

を
得

、

茶
、

珈

琲
、

チ

ヨ

コ

レ

ー

ト

等
を
も

飲
む

に

至

る
o

凡

そ

猿

類
を
分
つ

て

狹
鼻
類
ご

廣
鼻
類
ご

狐
猿
類
こ

す
、

狭
鼻

類
は

鼻
孔

の

距
離
狹
（
、

舊
世

界
の

み

に

産
し

、

廣
鼻
類
は

鼻

孔

の

距

離
貰
く

し
て

新

世
界
の

み

に

産
す

、

其
他
狹
鼻
類
の

種

類

は

廣
自

界

類
よ
り

も

高
簍
に

し
て

、

狐
猿

類
最
も
下

等
な

り
、

前
述

べ

陀

る

類
人
猿
は

狹

鼻
類
中
最
も

高

等
な

る

者
に

し
て

、

其
他
に

も
狭
鼻
類
の

種

類

多
し
、

其
重
な
る

者
を

次
に

揚

ぐ
べ

し
。
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ユ

ピ

ナ

シ

ザ
ル

無

拇
猿
は

拇

指
全
く

無
く
、

赤
道
附

近
の

亞

非
利

加
に

佳
み

、

凡

そ

十

種

有
り
、

ア

ビ

シ

ニ

ァ

に

あ

る

者
最
も
普

邁
に
・
し

て
、

其
土

語

に

て
「

グ
エ

ル

ザ
」

ご

云
ふ

、

體
長
一

尺

五

寸

乃
至
二

尺

五
寸
に

蓮
す

、

尾
の

長
は

、

體
長
よ

り

長
き

事
凡

そ
其
十

分
の
一

に

し
て

、

り
、

或
は

其

楯
を
裝

飾
す

、

是
等
の

猿
の

樹

頂
に

眠
る

や

其
尾
を

以
て

見
蟲
の

來
る

を

防
ぎ
、

其
眠
る

處
は

蘇
苔

類
の

懸
垂

す
る

處

に

し、
て
、

是
の

中
に

入

れ
ば

全
く

周
園
の

色
ご

同

化
む

、

本
來
頗

　
　

　
　

　
　

る

著
し
き

色

を

有

尾
端
は

總
栽
を

爲
せ

り
、

其

毛
皮
の

美
な
る

が

爲
め

土
人

及
歐
洲

人
是
を
貴
び

、

正
に

絶
滅
に

近
づ

か

ん

こ

せ

り
、

或
種
類
は

黒
色

に

或
は

白
色
及
黒

色
に

或
は

栗
色
に

、

或
は

是
等
諸
色
の

混
合
な

う
、

土
人

は

是
等
猿
の

毛

茂
を

以
て

自
己

を
飾
り
以
て

戰
塲
に

上

　

　
猿
の

藷
（

田

中
）

圏 の 斑 樗 無言

圖 の 猿tX ・し テ ン ‘ 1

せ

る

に

拘

ら
す

、

爲
め

に

全
く

見
る

べ

か

ら
ざ
る

に

至

る
o

＝
フ

ン

グ

ー

ル

L

ご

稱

す
る

は

植

物
の

葉
を

食
す

る

類
に

・
し

て
、

　

宜
ひ

棟

類
凡

そ
三

十
稀

有
嬖
、

皆
印

度
附
近
に

産

す

莫
内
最
も

有
名

な
る

は
ハ

ヌ

マ

ン

ε

稱
す
る

者
に

し
て

、

ヒ

ン

ヅ
i

人
の

尊
崇
す

る

處
な

う
、

そ
は

是
等

土
人

中

に

傳
は

れ
る
「

ラ

マ

一
な

る

紳

を
助

け

だ

る

者
な
り
匸

考
へ

ら
る

ヱ

に

よ
る
、

西
洋
人
は

是

を
「

エ

ン

テ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　一
三
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猿
の

話
（

田
中
）

川

ス

L

猿
ε

云

ふ
、

ヒ

ン

ヅ

ー

氏
は
訣

し
て

是
等
の

猿
に

害
を
加

へ

す
故
に

其

跋
扈
甚
・
し

く
、

毫
も
恐
る

≧

處
無
く・
し

て

村
里
に

入

b
來
り
、

庭
園
果

園
を

荒
掠・
し
、

店
頭
に

置
け
る

食
品

を
盜
む

、

外
國

人
是
を

害
す
れ

ば

土
人
是
を

喜
ぷ

も

决
し
て

自
ら

手
を
下
し

て

是
等
の

猿

を

筈
す
る

事
無
し
、

「

ラ

ン

グ

ー

ル

」

の

諸
類
は

カ

シ

　
ユ

　
ミ

ー

　

捌
の

降

　

雪
多
き

天狗

高
地
よ

猿

b

跳

の

梨
島

圖　

に

逹
す

　

從
來

到

オ

ー

ド
、

ジ

エ

ル

ド

ン

、

ホ ．
L

ー

ズ
、

列
レ

ー

ス

、

列
−

屶

イ
ン

ホ

ー
、

オ

〃

ナ

ヂ

ー
、

ホ

ー

プ

ス

諸
民
に

よ
り

て

研
究
せ

ら

れ

だ

り
、

或
は

黒
色
に

し
て

美・
し

き

者

有
り
、

或
は
自

色
な
る

あ

り
、

或
は

栗

色
を
呈

す
る

有
り
、

或
は

黄
色
な
る

有
り
。

　
ラ

ン

ソ

ス

・

ス 1 フ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　一

四

　

天

狗
猿
ε

穩

す
る
は

頗
る

特
異
の

鼻
を
有
し

、

其

鼻
の

長
き

事
人

　

の

鼻
に

超

え
だ

ウ
、

其

直
立
す
る

や

體
凡

そ

四
尺

有
り
、

顔
る

獰

　

猛
に

し
て

、

馴

養
す

る

を
得
す

、

ボ

ル

子

オ

島
に

産・
し
、

數
多

群

　

を

爲

し
て

河

邊
の

附

近
に

住
め

り
、

殆
ご

常
に

樹
上
に

生

活
し

、

　

地
上

に

下
る

事
稀
な

b
、

ボ

ル

子

オ

の

土
人

は

是
を
「

カ

バ

ゥ
」

ご

　

稱
し

、

是
を
以

て

課
税

を
拒
み
て

森
林
中
に

避
け

把

る

人

な
り

ご

　
・
し

て

大
に

是
を

尊
崇
す
〇

一
　

尾
長
猿

は

又
「

グ

エ

ノ

ン

」

こ

も

稱

す
、

長
き
尾
を

有
し

、

是
を

體

ふ　
　

上
に

舉
ぐ

、

凡

そ
三

十

種
有
り

森

林
中

に

群
を
爲・
し

て

生

活
し

、

一
　

頗
る

巧
に

樹
間
に

跳
躍
す

、

必
す

番
兵

を
置

き
て

敵
の

來
る

を
伺

　

ひ
、

若
し
敵
の

近
づ

ぐ

を
知
ら
ば

警
戒
の

聲
を
發

し
、

皆

樹
上

高

　

く

攀
ぢ

て

敵

を
防

禦
す
る

の

準

備
を
爲
す

、

次
で

果

實
樹

林
を
攻

　

盤
者
に

投
じ

、

攻
鑿
者
は

樹
上

高
く
留
ま
れ

る

群
に

攻
撃
を
爲
す

　

を
得

す
し
て

退
却
す
、

象
の

如
き
者
も
飼

是
等
の

猿

を
攻
繋

す
る

　

事
を

止

め

て

退

却
す

、

是
等
の

猿
を
攻

撃
す
る

者
只
二

者

有
う

其

　
一

は

人
類
に

し
て

弓
或
は

火
器
を
以
て

攻
撃
す

、

他
の
一

っ

は

蛇

　

類
に

し

て

暗
黒
な
る

際
に

樹
上
に

攀
ぢ
て

是
等
の

猿

を
捕
ふ

る

な

　

り
、

其
食
‘

す
る

處
は

種
々

に
・
し

て
、

主
こ

し
て

樹

根
、

樹
葉

及
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び

果

實
を
食
す

、

其
値

鳥
卵

、

昆
蟲

、

貝
類
を

食
し

、

殊
に

蜜
を

好
む
者

な
り
、

其
田

園
を
刧

掠
す
る

や

畢
に

飢

餓
の

爲
め

の

み

な

ら

す
、

性
來
奪

掠
を
好

む

に

よ
る

者
に

し
て

、

其
蠹
掠
の

慘
憺
た

る

到

底
想
像

す
る

を
得
ざ
る

な
b
、

「

グ
ニ

ノ

ン

」

は

歐

洲
の

氣

候

に

も

堪
ゆ
る

を
以

て
、

從
來
諸
動

物

園
に

養
は
れ

、

其
性

質
等
も

亦
大
に

研
究
せ

ら
れ

た

う
、

是
等
の

猿
は

凡
そ
二

種
に

大
鴉

す
る

を
得
て

、

其
一

種
は

稍
や

長
き

吻

を
有
し
、

尾
稍
や

短
く

性
獰

猛

な
り
、

是
を
馴

養
す
る

に

は
、

其
恐

る
べ

き

犬
齒

を
鋸
に
〆
」

除
ー

な
り
、

是
れ

が

爲
め

に

其
猿
は

自
己
の

カ
の

除
か

れ

セ

る

を
目
覺

し
温

和
こ

な
る

に

至

る
、

他
の
一

群
は

前
群
よ

り

も

温
和

に
・
し

て
、

瘠

形
に・
し

て
、

吻

短
く
、

尾
長
し

、

人

之
を

馴

養
す

、

是
等
の

猿

類
は

二

群
共
に

其
性

質
を
見
る

に
、

悲
喜

交
も

車
り
、

殆
ご

源

因

な

く

し
て

快
活
よ

り

憂
欝
に

轉
し

、

楡

快
よ
り

憤
怒
に

韓
す

、

其

牝
は
子

を
愛

す
る

事
甚
し
く
、

生
れ

た
る

嬰
兇
は
母

猿
是
を
其

胸

に

置
き

手

を
以
て

是
を

抱
き
て

哺

乳
す

、

漸
ぐ
長
す
る

に

及
べ

ば

親
ら
母
猿
に

結

着
し

、

母
は

恰
も

脊
上

に

重
き

物
を

有
せ

ざ
る

者

の

如
く
、

極
め

て

活

濃
に

樹
上
を

攀
ぢ

跳

躍
す

、

其

牡
は

子

を
養

は

ん
こ

す
る

の

心
無
く

、

母

子
兩

者
を
虐

待
す

、

故
に

動
物

園
に

　

　

猿
の

話（
田

中
）

　

馴
養
せ

る

者
に

あ
り

て

は

其
母
子

を
牡
に

遠
け

て

養
ふ

、

毛
色

頻

　
る

美・
し

、

是
に

屬
す
る

内
に［、
タ

ヲ

ボ

｛

ン

L
、

織
色
尾
長
猿

、

臼

　

鼻
尾
長

猿
、

自

唇
尾
長
猿

、

「

モ

ナ
」

、

［，
べ

門
ヘ

ッ

ト
」

、

「

グ

リ

ベ

　
ッ

ト
一

、

顛

鬚
尾

長
猿

、

「

パ

タ
」

、

ヂ

ア

ナ

尾
長

猿
、

「

ニ

ス

ナ
」

等

 一
　

有
り
、

皆
亞
非

利
加
に

産
す

、

「

ニ

ス

ナ
」

は

古
代
埃

及
人

の

知
れ

一　
　

る

所
に

し
て

、

其

圖
は

埃
及
人
の

墳
墓
及
オ

ベ

リ

ス

ク

に

彫
刻
せ

一一

ら
れ

穿
。

……

瀰
猴
は

叉皿，
マ

カ

ッ

ク
」

ご

云

ふ
、

印

度
及

支
那
に

在
り
、

日

本
に

一｝
　

も

其
一

種
を

産
す

〇

一い
　
「

マ

ン

ガ

ベ

」一
ど

稱
す
る

は

亜
非
利

加
の

内
地
に

在
り
、

巴

里
の

い
　

有
名
な
る

植
物
園
に

て

夫
の

ギ．
ユ

．
ビ

『
ド

氏
の

研

究
に

よ

れ

ば
、

一　
　

其

性
柔
和
な
る

が

如・
し

、

凡
そ

三
四

種
あ
る

が

如
し
。

…一
　

「

マ

ゴ

ッ

ト
」

は

久
し

き
以

前
よ
り

知
ら
れ
把

る

者
に

し
て

、

古
代

い、

希

臘
人
は

是
を
「

ビ

セ

コ

ス

」

ご

云
へ

b
、

北
亞

非
利
加

、

殊
に

ア

　

剛 ，
鷺

ザ
プ

及
モ

卩

ヅ

コ

に

佳
む

、

往
昔
ス

ト

ラ

ボ

氏
及
ブ

男
ス

ド，

　

ー

ト

ル

氏

も
省
是
を
知
れ

り
、

西
暦
百
七
十

年

の

頃

羅
馬

の
一

名

　

醫
ゲ

  ．
ヒ

図 ．
氏
は
「

人

類
の

解

剖
」

な
る

書
を

著
は
・
し

た

61
・
し

が
、

　

其
時

及
爾
後
第
十
四

世
紀
に

至

る

迄
人

體
の

解
剖
は

嚴
禁
せ

ら

れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

一
五
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内

外

最

報

有
り
て

、

ゲ

L
ヒ

ジ

氏
は

猿
ご

人

類
こ

の

構
造
頗
る

省
似
せ

る

所

よ
り
、

是
の

猿

の

解

剖
を

爲・
し

て

以

て

人

類
の

解
剖
書
に

充
て

た

り
、

第
＋

六
世
紀
に

至
り

て

有
名
な

る

解
剖
學
者，

「
γ

霞

胡，
η

烈

ベ

ザ

リ

ゥ

ス

氏
は
ゲ

！

レ

Z

氏
の

解
剖
童
日

を
以
て

猿
の

解
剖
書

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　一

る

事
を
漸
く

發
見

し
た
り
、

此
の

猿
は

群
を
爲・
し

て

森
林
に

住
み

・
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に
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を
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、
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大
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小
の
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脊
椎
動
物

　
去

夏
官
命
に

よ

り
、

第

七
萬
國
動

物
學

曾
へ

參
列
の

序
を
以

て
、

各
地
の

博

物
館
を

參
觀

・
し

た
し
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の

節
紐

育
の

大
博
物
舘
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頃
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疋
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參
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、
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